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留学生とともに築く地域活性化
－前橋コミュニティラジオ放送から地域へ・企業へ・世界へ発信－
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⑤ 「前橋留学生活」のWEB発信

３．知見と期待される効果

・発表者 結城 恵・群馬大学教育基盤センター



ダイバーシティで地域活性化をはかる
文部科学省科学技術振興推進費 地域人材創出拠点の形成 選定事業 群馬大学・群馬県「多文化共生推進士」養成ユニット
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群馬県調べ

１．群馬県の人口減少を支える外国人住民＝出稼ぎから定住へ。地域活性化の鍵となる人材。

２．地域のダイバーシティを活用した地域活性化の担い手＝多文化共生推進士を県と連携して養成



群馬大学での人材養成・群馬県での人材活用

１．群馬大学＝多文化共生推進士の養成

３．履修生によるプロジェクト
３コース全履修生２０名
(H２４年度現在）

本
日
ご
紹
介
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２．群馬県＝多文化共生推進士の活用

①自転車班 在日外国人児童・生徒への「やさしい日本語」による自転車安全教室
②MINAKAMI班 民話と子守唄を通した国際文化交流の集い 他２件。
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留学生の県内定住化をめざす多文化共生コミュニティ形成事業

①留学生は、日常生活及び自己の就業
に関し日本人学生と比べて情報に
アクセスしにくい。

②この情報のミスマッチを解消すること
で、県内地域に根付きやすい環境を
作り上げたい。

③その方法のひとつとして、留学生が
参画する情報番組を編成し、前橋ｺ
ﾐｭﾆﾃｨﾗｼﾞｵで発信。

④番組放送後にも留学生と地域関係者
がコミュニティを形成できるような
機会を提供。

１．異業種・異年齢チーム ２．背景と目的

３．前橋を拠点とする留学生
推計1，500名

地元地域を知り・協働する体験を積むことで
留学生も参画する多文化共生コミュニティの創出へ。

群馬で働き暮らす留学生が増えないか。

の の誕生 4



内容と実施体制
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１．企業向・留学生向け実態調査
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企業向け実態調査
前橋商工会議所の協力得て実施。
50社が回答。

留学生向け実態調査
前橋にある３大学で実施。５４名が回答。

・留学生採用計画
あり ３ なし ４７

・海外拠点
あり ４ 検討中 ５

・留学生採用「なし」の理由
海外進出の予定なし １４
国外との取引なし ９
計画あったが人材なし ８

・留学生に期待すること
海外拠点での人材管理 ６
母国のネットワーク力 ６
語学力 ３
技術力 ２

・国籍 中国３３ ベトナム ５
タイ、スロベニア 各３
アメリカ・台湾 各３ 他

・将来の予定居住地
日本 ３１ 母国 １０
他国 ２（アメリカへ） 未定１１

・日本でしたい仕事
商社・貿易、一般事務、マスコミ
旅行会社・旅行ガイド、教育、
通訳・翻訳、自動車メーカー、
研究、農業等



２．情報紙「ぐんま留学生LIFE」発刊
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３．インターンシップ
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受入れ側の感想
お客様を「もてなす」気持ちは、
世界各国同じ。
新たな労働力として
留学生→インターンシップ→採用
までの可能性を感じた。

留学生側の感想
展示されている世界各国の

家具に現れる作り手の「暮らし
やすさ」への追究。店内のポッ
プに現れるお店の「暮らしやす
さ」を伝える思い。未知の体験
に感動した。

本プロジェクト担当メンバーが
経営するインテリアショップで
インターンシップを実施



４．留学生応援ラジオ「前橋留学生活」
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放送 2013年1月8日から3月26日 全12話

【第６話】留学生の就活ーSHUUKATU
・前橋国際大学留学生 カノック・ワンさん(タイ）
・（株）リクルート北関東マーケティング

新規事業開発室 岩崎隆室長
【第10話】留学生と大学のパートナーシップ
・群馬大学大学院生 張仁善さん（中国）
・群馬大学国際教育・研究センター

俵山 雄司講師



５．「前橋留学生活」のWEB発信
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知見と期待される効果

11

「地域企業の国際化戦略」という段階には至らない状況にある地域では、

地域に住みたい・働きたいと考える留学生の存在の認知と活用が

「地域戦略」の第一歩となり得るのではないか。

留学生が地域人材として主体的に活躍できる環境づくりを

学生がつなぐ海外と日本企業の連携を期待

ぐんま留学生LIFE
インターンシップ
前橋留学生活

知る
協働する 場づくり
発信する

地域企業と留学生の間の距離を狭め、
両者間の取組を地域へ、世界へ発信。
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●講師 結城 恵

群馬大学 大学教育・学生支援機構
教育基盤センター教授

〒371-8510 前橋市荒牧町四丁目2番地

yuki@gunma-u.ac.jp

お問い合わせ先



●確認●

• 発表資料のＷＥＢ掲載の可否について

発表資料を4uのホームページに掲載する予定です。

資料のＷＥＢ掲載の可否をお伺いします。下記３つの
いずれに をつけてください。

掲載可※ ・ 掲載不可 ・

一部掲載不可（スライドNo.        ）

※掲載用資料は本資料と異なる場合、事例講演会後、掲載用資料を茨城大学産学
官連携イノベーション創成機構 舒(shu_yan@mx.ibaraki.ac.jp)にご送付ください。


